
人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢　

第
一
八
巻　

二
〇
一
五
年

「
胡
椒
息
子
」（
昭
12
・
８
〜
昭
13
・
９
）

「
信
子
」（
昭
13
・
10
〜
昭
15
・
２
）

「
太
陽
先
生
」（
昭
15
・
４
〜
昭
16
・
９
）

「
お
ば
あ
さ
ん
」（
昭
17
・
２
〜
昭
19
・
５
）

「
一
号
倶
楽
部
」（
昭
19
・
７
〜
昭
20
・
９
・
10
合
併
号
）

「
お
じ
い
さ
ん
」（
昭
22
・
６
〜
昭
24
・
５
）

「
嵐
と
い
ふ
ら
む
」（
昭
24
・
８
〜
昭
27
・
２
）

「
娘
と
私
」（
昭
28
・
１
〜
昭
31
・
５
）

「
夫
婦
百
景
」（
昭
32
・
１
〜
10
）

「
ア
ン
デ
ル
さ
ん
の
記
」（
昭
37
・
１
〜
昭
38
・
５
）

「
父
の
乳
」（
昭
40
・
１
〜
昭
42
・
12
）

と
な
り
、
初
め
て
連
載
を
持
っ
た
昭
和
十
二
年
か
ら
、
戦
争
・
敗
戦
を
挟
ん
で
昭
和
四
十
二
年
ま

で
、
ほ
ぼ
絶
え
間
な
く
小
説
を
発
表
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
敗
戦
間
際
の
昭
和
十
九
・
二
十
年

は
、
薄
い
雑
誌
の
中
で
唯
一
の
連
載
長
編
小
説
と
し
て
誌
面
を
飾
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
信
子
」、「
お

ば
あ
さ
ん
」、「
胡
椒
息
子
」
と
い
っ
た
戦
前
・
戦
中
に
書
か
れ
戦
後
改
め
て
映
像
化
さ
れ
た
作
品5

や
、

「
娘
と
私
」「
父
の
乳
」
の
よ
う
な
自
伝
的
作
品
な
ど
、
新
聞
小
説
と
は
異
な
る
幅
広
さ
を
持
っ
て
い
る
。

文
六
と
『
主
婦
之
友
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
河
盛
好
蔵
の
「
も
し
『
主
婦
之
友
』
と
い
う
発

表
舞
台
が
な
く
、
ま
た
主
婦
之
友
社
長
石
川
武
美
と
い
う
人
物
に
作
者
が
満
腔
の
信
頼
を
寄
せ
な

か
っ
た
な
ら
ば
、
獅
子
さ
ん
の
家
庭
小
説
は
現
在
あ
る
の
と
は
別
の
も
の
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
、
と
私
は
考
え
て
い
る6

」
と
い
う
指
摘
や
、
解
説7

な
ど
で
触
れ
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の

内
実
や
詳
細
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
戦
時
中
に
格
段
の
発
売
数
を
誇
り
、
戦

意
高
揚
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
『
主
婦
之
友
』
に
お
い
て
、
連
載
を
持

一
．
は
じ
め
に

獅
子
文
六
は
、
こ
れ
ま
で
ユ
ー
モ
ア
小
説
や
家
庭
小
説
を
書
く
「
大
衆
」
的
な
作
家
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
近
年
で
は
当
時
の
知
名
度
も
薄
れ
て
い
る
も
の
の
、
一
方
で
、「
獅
子
文
六

を
、
ぜ
ひ
と
も
復
刊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
堀
江
敏
幸1

）
な
ど
復
刊
を
望
む
声
は
根
強
く
、
没

後
四
十
年
に
あ
た
る
二
〇
〇
九
年
に
は
、
初
の
評
伝
・
牧
村
健
一
郎
『
獅
子
文
六
の
二
つ
の
昭
和
』

（
朝
日
新
聞
出
版
社
）
が
出
版
さ
れ
、「
昭
和
が
さ
か
ん
に
回
顧
さ
れ
る
今
日
、
戦
前
戦
後
の
二
つ
の

昭
和
を
生
き
、
時
代
の
空
気
に
敏
感
に
反
応
し
て
作
品
を
書
い
た
文
六
は
、
再
び
注
目
さ
れ
て
い
い

の
で
は
な
い
か
」
と
再
評
価
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
絶
版
だ
っ
た
文
庫
本
も
、
二
〇
一
〇

年
、『
大
番
』
が
復
刊
（
小
学
館
）、
さ
ら
に
、
二
〇
一
四
年
四
月
か
ら
ち
く
ま
文
庫
よ
り
『
コ
ー
ヒ
ー

と
恋
愛
』（
原
題
は
「
可
否
道
」
）、『
て
ん
や
わ
ん
や
』、『
娘
と
私
』、『
七
時
間
半
』
と
復
刊
が
続
き
、

反
響
の
ほ
ど
が
伺
え
る2

。

「
獅
子
文
六
同
時
代
期3

」
を
書
い
た
瀬
沼
茂
樹
は
、『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』（
講
談
社　

一
九
七
七
）
の
「
獅
子
文
六
」
の
項
で
、「
一
言
で
評
す
る
と
、
健
全
な
家
庭
の
読
物
と
し
て
、
現

代
風
俗
に
諷
刺
と
機
智
と
笑
い
と
を
も
っ
て
深
く
文
明
批
評
を
加
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
戯
曲
家
の

手
腕
で
、
爽
快
な
筋
の
お
も
し
ろ
さ
を
生
み
出
し
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ

の
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
獅
子
文
学
の
特
色
は
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
に
よ
り
培
わ
れ
た
洗
練
さ

れ
た
エ
ス
プ
リ
、
批
評
眼
、
戯
曲
仕
込
み
の
巧
み
な
物
語
性
の
三
点
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

こ
れ
ら
は
特
に
、
広
範
な
読
者
を
擁
し
、
確
実
な
面
白
さ
と
わ
き
ま
え
た
知
性
が
要
求
さ
れ
る
新
聞

小
説
に
お
い
て
発
揮
さ
れ
、
出
世
作
と
な
っ
た
「
悦
ち
ゃ
ん
」（
『
報
知
新
聞
』
昭
11
）、
戦
中
の
話

題
を
さ
ら
い
朝
日
文
化
賞
を
受
賞
し
た
「
海
軍
」（
『
朝
日
新
聞
』
昭
17
）、
戦
後
の
人
気
を
確
立
し

た
「
て
ん
や
わ
ん
や
」（
『
毎
日
新
聞
』
昭
23
）、「
自
由
学
校
」（
『
朝
日
新
聞
』
昭
25
）
な
ど
い
く
つ

も
の
話
題
作
を
生
み
出
し
て
い
る
。
先
行
研
究
の
中
で
も
研
究
対
象
は
新
聞
小
説
が
多
い4

。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
獅
子
文
六
が
多
く
の
作
品
を
『
主
婦
之
友
』
に
発
表
し
て
い
る
こ
と
は
看

過
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
獅
子
文
六
が
『
主
婦
之
友
』
に
連
載
し
た
小
説
を
並
べ
て
み
る
と
、

「
青
春
売
場
日
記
」（
昭
12
・
１
〜
６
）

『
主
婦
之
友
』
に
お
け
る
戦
時
下
の
獅
子
文
学

―
―

「
青
春
売
場
日
記
」
か
ら
「
一
号
倶
楽
部
」
ま
で

芳＊　
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祥　

子
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性
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誌
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平
成
二
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年
度
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比
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社
会
文
化
学
専
攻
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芳
賀　

『
主
婦
之
友
』
に
お
け
る
戦
時
下
の
獅
子
文
学

ち
続
け
、
戦
後
も
代
表
作
家
と
し
て
あ
り
続
け
た
と
い
う
こ
と
は
、
実
に
興
味
深
く
、
注
目
す
べ
き

こ
と
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、『
主
婦
之
友
』
の
特
質
や
当
時
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
お
か
れ
て
い
た
状

況
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
、
初
連
載
で
あ
る
「
青
春
売
場
日
記
」
か
ら
戦
時
下
の
「
一
号
倶
楽
部
」

へ
と
至
る
作
品
群
を
分
析
し
、『
主
婦
之
友
』
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
で
獅
子
文
学
が
何
を
描
い
た
の
か

見
て
い
き
た
い
。
な
お
、「
戦
時
下
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

二
．『
主
婦
之
友
』
創
作
欄
と
獅
子
文
六

　

ま
ず
、
掲
載
誌
『
主
婦
之
友
』
と
創
作
欄
の
特
徴
を
把
握
し
て
お
こ
う
。『
主
婦
之
友
』
は
、
大

正
六
年
『
婦
女
界
』
の
編
集
に
携
わ
っ
て
い
た
石
川
武
美
が
独
立
し
創
刊
し
た
雑
誌
で
あ
る
。
主
婦

之
友
社
の
社
史8

に
よ
れ
ば
、「
主
婦
」
は
「
教
養
の
低
さ
を
示
す
、
ぬ
か
み
そ
く
さ
い
言
葉
と
思
わ

れ
て
」
お
り
、
読
者
層
を
限
定
す
る
誌
名
は
出
版
界
で
不
評
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、「
読
者
と
い
っ

し
ょ
に
生
活
の
ち
え
を
み
が
き
」「
新
し
い
生
活
の
技
術
と
知
識
を
提
供
し
」「
慰
め
と
励
ま
し
と
た

の
し
み
を
贈
る9

」
と
い
う
、
読
者
の
目
線
に
沿
っ
た
編
集
姿
勢
が
好
評
を
博
し
た
。

『
主
婦
之
友
』
は
、
料
理
や
裁
縫
な
ど
の
実
用
記
事
ば
か
り
で
は
な
く
、
創
作
欄
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。
戦
後
配
ら
れ
た
小
冊
子
『
な
ぜ
『
主
婦
之
友
』
は
一
番
多
く
の
人
に
読
ま
れ
る
か
』（
昭

26
・
６
）
で
は
、「
な
ぜ
『
主
婦
之
友
』
は
毎
号
評
判
が
よ
い
か
」「
な
ぜ
『
主
婦
之
友
』
は
附
録
を

つ
け
る
か
」
と
い
っ
た
二
十
二
の
特
色
の
三
番
目
に
「
な
ぜ
『
主
婦
之
友
』
の
小
説
は
人
気
が
あ
る

か
」
を
掲
げ
、「
一
流
の
人
気
作
家
ば
か
り
が
、
檜
舞
台
に
力
作
を
発
表
さ
れ
る
の
で
す
か
ら
、
面

白
く
な
い
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
評
判
に
な
る
は
ず
で
す
。」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

文
六
の
自
伝
的
小
説
「
娘
と
私
」
で
も
、
主
婦
之
友
社
か
ら
初
め
て
記
者
が
訪
ね
て
き
た
際
の
思

い
が
「
当
時
、〝
主
婦
之
友
〞
は
、
定
評
の
あ
る
作
家
の
小
説
の
み
を
掲
載
し
、
新
人
の
出
る
舞
台

で
は
な
か
つ
た
。
そ
の
点
は
、
新
聞
以
上
に
、
慎
重
だ
つ
た
。」、「
私
は
、
菊
池
寛
や
吉
屋
信
子
と
、

同
じ
や
う
に
、
長
編
小
説
を
書
く
こ
と
を
予
期
し
、
少
し
、
得
意
で
あ
つ
た
。」
と
語
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「
定
評
の
あ
る
作
家
の
」
絢
爛
な
長
編
小
説
を
並
べ
る
創
作
欄
の
傾
向
は
、

大
正
・
昭
和
初
年
の
試
行
錯
誤
の
末
に
確
立
さ
れ
た
新
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
創
刊
か
ら
簡
単
に
変

遷
を
追
っ
て
み
る
と
、
そ
の
過
程
と
特
徴
が
よ
く
分
か
る
。

ま
ず
創
刊
時
の
目
次
を
見
る
と
、「
ハ
イ
カ
ラ
奥
様
の
一
日
」
な
ど
の
「
家
庭
漫
画
」
や
、「
川
柳

絵
ば
な
し
」「
講
談
古
今
名
婦
鑑
」
と
い
っ
た
軽
い
読
み
物
は
あ
る
が
、
本
格
的
な
小
説
は
な
く
、

「
『
浪
子
』
絵
も
の
が
た
り
」
が
あ
る
く
ら
い
で
あ
る
。
翌
年
に
は
、
初
の
長
編
で
あ
る
岡
本
綺
堂
「
七

面
鳥
」（
大
７
・
１
〜
12
）
が
連
載
さ
れ
、
佐
々
木
邦
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
小
説
の
翻
訳
「
主
婦
采
配
記
」

（
大
７
・
３
〜
12
）
が
読
者
の
好
評
を
得
る
な
ど
、
徐
々
に
創
作
欄
が
整
っ
て
い
く
。
大
正
か
ら
昭
和

初
年
に
か
け
て
の
創
作
欄
に
は
、
確
か
に
佐
藤
春
夫
や
谷
崎
潤
一
郎
、
久
米
正
雄
、
里
見
弴
と
い
っ

た
作
家
が
顔
を
出
す
も
の
の
、
毎
号
著
名
作
家
を
そ
ろ
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
継
続
的
に
誌
面

を
盛
り
上
げ
て
い
る
の
は
、
佐
々
木
邦
に
代
表
さ
れ
る
「
諧
謔
小
説
」
と
、
実
話
や
史
実
・
ゴ
シ
ッ

プ
を
も
と
に
し
た
軽
い
読
み
物10

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
同
時
代
の
通
俗
小
説
と
い
え
ば
、
菊
池
寛

「
真
珠
夫
人
」
の
よ
う
な
メ
ロ
ド
ラ
マ
が
想
像
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
初
期
の
『
主
婦
之
友
』
に
お

い
て
は
、
ま
ず
諧
謔
小
説
と
実
話
系
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
と
言
え
る
。

こ
れ
が
昭
和
に
入
る
と
、
徹
底
し
て
家
庭
小
説
を
研
究
し
た
と
い
う
牧
逸
馬
「
地
上
の
星
座
」（
昭

７
・
５
〜
昭
９
・
４
）
が
空
前
の
大
ヒ
ッ
ト
と
な
る
。
創
作
欄
が
、
め
く
る
め
く
恋
愛
ド
ラ
マ
に
よ

る
長
編
小
説
を
主
に
す
る
の
は
こ
の
辺
り
か
ら
で
あ
ろ
う
。
吉
屋
信
子
が
「
暴
風
雨
の
薔
薇
」（
昭

５
・
１
〜
昭
６
・
４
）
を
皮
切
り
に
次
々
と
作
品
を
発
表
し
、
人
気
を
高
め
て
い
く
の
も
同
時
期
で
あ

る
。
さ
ら
に
昭
和
十
一
年
、
主
婦
之
友
社
は
「
第
二
の
創
業
時
代
」
を
迎
え
、「
き
わ
め
て
順
調
に

発
展
し
て
い
る
と
世
間
か
ら
は
見
ら
れ
て
い
る
時
期
に
、
石
川
は
み
ず
か
ら
の
事
業
の
あ
り
方
を
反

省
し
」、「
職
制
、
人
事
の
上
で
も
大
き
く
改
め
ら
れ
た
」
と
い
う
（
『
五
十
年
』
）。『
八
十
年
史
』
に
は
、

先
述
の
吉
屋
信
子
に
加
え
、
山
本
有
三
「
真
実
一
路
」、
菊
池
寛
「
禍
福
」
な
ど
、
小
説
に
関
す
る

話
題
が
多
く
見
ら
れ
、
創
作
欄
充
実
に
力
を
注
い
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
昭
和
四
年
よ
り
「
小
説
と
実

話
」
と
表
示
さ
れ
て
い
た
目
次
も
、
昭
和
十
年
か
ら
は
「
人
気
作
家
の
評
判
小
説
」
と
な
る
。「
実
話
」

の
文
字
が
創
作
欄
か
ら
消
え
た
の
は
、
前
述
の
改
革
と
対
応
し
て
お
り
、
象
徴
的
で
あ
ろ
う
。

ゴ
シ
ッ
プ
や
事
件
性
を
売
り
に
し
た
「
実
話
」
は
、
悲
劇
を
交
え
た
絢
爛
な
長
編
小
説
に
よ
っ
て

代
替
可
能
で
あ
る
が
、
娯
楽
を
重
視
す
る
『
主
婦
之
友
』
に
お
い
て
、
気
軽
な
「
笑
い
」
は
必
要
不

可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
文
六
に
小
説
執
筆
の
依
頼
が
来
た
の
は
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
再

び
『
八
十
年
史
』
を
参
照
す
る
と
、「
家
庭
的
な
明
る
い
ユ
ー
モ
ア
小
説
が
ほ
し
い
と
切
望
し
て
い
た
」

石
川
武
美
は
、「
劇
作
家
の
岩
田
豊
雄
が
、
獅
子
文
六
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
報
知
新
聞
に
ユ
ー
モ
ア
小

説
「
悦
ち
ゃ
ん
」
を
連
載
し
た
と
き
か
ら
」「
こ
の
作
家
に
注
目
し
、
ひ
そ
か
に
接
触
を
は
か
っ
て
い

た
」
と
い
う
。
こ
れ
以
降
両
者
の
親
交
が
深
ま
り
、
文
六
は
「
主
婦
之
友
社
の
客
員
の
よ
う
な
形
に

な
っ
た
」。「
笑
い
」
を
気
軽
に
受
け
入
れ
る
素
地
が
あ
り
、
実
話
も
の
や
長
編
小
説
で
「
物
語
」
へ

の
志
向
を
強
く
持
つ
『
主
婦
之
友
』
創
作
欄
に
、
文
六
の
ユ
ー
モ
ア
と
物
語
性
は
ぴ
っ
た
り
で
あ
り
、

石
川
の
確
か
な
手
腕
を
感
じ
さ
せ
る
。
か
く
し
て
文
六
は
、
試
行
錯
誤
の
末
に
確
立
さ
れ
た
『
主
婦

之
友
』
創
作
欄
で
活
躍
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
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で
は
、『
主
婦
之
友
』
創
作
欄
の
中
で
、
文
六
は
ど
の
よ
う
な
小
説
を
連
載
し
、
安
定
し
た
人
気
を

獲
得
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
木
村
涼
子11

は
、
女
性
雑
誌
に
お
け
る
吉
屋
信
子
・
菊
池
寛
・
加
藤
武
雄

の
作
品
を
分
析
し
、
無
垢
な
ヒ
ロ
イ
ン
に
試
練
が
襲
い
か
か
り
、「
純
愛
を
つ
ら
ぬ
く
」・「
復
讐
を
試

み
る
」
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
戦
い
ぬ
い
た
結
果
、
愛
す
る
人
と
の
「
世
俗
的
な
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
」

か
、
死
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
「
聖
な
る
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
」
に
た
ど
り
着
く
と
い
う
基
本
的
な
構
造

を
指
摘
し
て
い
る
。
前
述
の
ヒ
ッ
ト
作
「
地
上
の
星
座
」
な
ど
『
主
婦
之
友
』
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
系
の

長
編
小
説
に
は
お
お
む
ね
あ
て
は
ま
る
が
、
こ
れ
に
対
し
、
文
六
に
求
め
ら
れ
て
い
た
の
は
「
家
庭

的
な
明
る
い
ユ
ー
モ
ア
小
説
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
自
ず
と
別
の
戦
略
が
必
要
と
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
初
の
連
載
で
あ
る
「
青
春
売
場
日
記
」
か
ら
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
、
田
中
比
佐
良12

に
よ
る

二
色
オ
フ
セ
ッ
ト
の
挿
絵
が
つ
い
た
「
絵
画
小
説
」
で
あ
る
。
他
の
長
編
小
説
よ
り
も
扱
い
が
軽
く
、

絵
に
重
点
を
置
い
た
口
絵
小
説
の
依
頼
に
、
文
六
は
、
前
出
の
「
父
と
娘
」
に
お
い
て
「
少
な
か
ら

ず
、
ガ
ッ
カ
リ
し
た
」
と
語
っ
て
い
る
が
、
編
集
の
熱
意
に
「
口
絵
小
説
と
か
、
本
文
小
説
と
か
の

区
別
を
忘
れ
て
、
執
筆
に
、
身
を
入
れ
た
」
と
い
う
。

「
青
春
売
場
日
記
」
は
、
百
貨
店
の
女
性
店
員
た
ち
「
ヂ
ョ
テ
さ
ん
」
を
主
人
公
に
し
た
小
説
で
、

「
学
生
さ
ん
の
こ
と
を
、
ガ
印
つ
て
い
ふ
の
。
サ
印
が
会
社
員
で
、
好
男
子
だ
つ
た
ら
、
ノ
の
字
つ

て
い
ふ
の
。
そ
の
反
対
は
、
エ
ナ
ノ
つ
て
い
ふ
わ
。」
な
ど
店
員
同
士
で
使
わ
れ
る
隠
語
が
頻
出
し
、

「
蜜
豆
の
上
に
餡
を
か
け
て
、
即
ち
ア
ン
・
ミ
ツ
」
と
当
時
の
読
者
に
と
っ
て
は
流
行
最
先
端
の
食

べ
物
が
紹
介
さ
れ
る
。「
主
婦
」
を
想
定
読
者
に
し
た
雑
誌
で
「
百
貨
店
員
」
の
話
と
は
、
違
和
が

あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
同
時
期
の
誌
面
を
確
認
す
れ
ば
、「
婦
人
の
就
職
戦
線
突
破
秘
訣
」（
昭

12
・
２
）、「
職
業
を
持
つ
青
年
男
女
が
結
婚
の
理
想
を
語
る
座
談
会
」（
昭
12
・
５
）
な
ど
職
業
に
関

す
る
記
事
が
散
見
で
き
、
働
く
こ
と
へ
の
関
心
が
窺
え
る
。
ま
た
、「
百
貨
店
」
は
、
日
常
の
少
し

上
に
あ
る
き
ら
び
や
か
な
消
費
の
世
界
で
あ
る
。
女
性
を
「
「
消
費
の
主
体
」
と
し
て
位
置
づ
け
」、

「
読
者
が
同
時
に
広
告
の
受
け
手
、
可
能
的
な
商
品
の
買
い
手
と
な
る
よ
う
な
読
書
空
間
を
作
り
出

し
て
い
く13

」
女
性
雑
誌
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
に
と
っ
て
、
消
費
は
身
近
な
話
題
で
あ
る
。「
百
貨
店
」

は
読
者
の
好
奇
心
と
憧
れ
を
満
た
す
絶
好
の
舞
台
な
の
だ
。

　

さ
ら
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
配
置
に
も
工
夫
が
あ
る
。「
青
春
売
場
日
記
」
の
主
人
公
は
、「
地
味
な
銘

仙
を
着
た
、
慎
ま
し
や
か
な
娘
さ
ん
」
禎
子
で
あ
り
、
物
語
は
、
こ
の
禎
子
が
「
女
店
員
」
の
求
人

に
申
し
込
み
採
用
が
決
定
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
主
人
公
を
新
米
に
す
る
こ
と
で
、
そ
の
風
俗
・

生
活
を
驚
き
と
新
鮮
さ
を
持
っ
て
描
き
出
し
、
読
者
が
と
も
に
一
喜
一
憂
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。

加
え
て
、
裕
福
な
環
境
で
育
ち
な
が
ら
「
生
き
た
社
会
の
実
相
を
、
一
番
手
つ
取
り
早
く
見
」
る
た

め
に
、
店
員
に
志
願
す
る
男
爵
令
嬢
・
春
実
を
友
人
と
し
て
配
置
す
る
こ
と
で
、
お
互
い
の
性
格
や

行
動
が
よ
り
明
確
に
提
示
さ
れ
る
。
春
実
は
、
明
確
な
意
志
と
行
動
力
で
人
を
動
か
す
魅
力
的
な
存

在
と
し
て
描
か
れ
、
例
え
ば
、
禎
子
の
婚
約
者
・
敏
夫
が
春
美
に
惹
か
れ
て
い
き
、
禎
子
も
そ
れ
に

気
付
い
て
衰
弱
す
る
と
い
う
、
典
型
的
な
三
角
関
係
の
場
面
で
は
、
春
実
だ
け
が
そ
の
好
意
に
無
頓

着
で
、
反
対
に
「
誰
が
あ
ん
た
に
意
地
悪
し
た
の
よ
」「
あ
た
し
が
そ
い
つ
を
ノ
シ
て
や
る
わ
」
な
ど

と
禎
子
を
励
ま
そ
う
と
す
る
。
さ
ら
に
、
不
眠
に
悩
ん
だ
禎
子
が
倒
れ
て
し
ま
う
と
、「
騒
い
で
ゐ
る

女
店
員
を
掻
き
除
け
」
い
ち
早
く
静
養
室
へ
「
抱
へ
込
」
む
と
い
う
ヒ
ー
ロ
ー
顔
負
け
の
活
躍
を
演

じ
、
敏
夫
が
猛
省
す
る
よ
う
一
計
を
案
じ
る
。
春
実
は
、「
ひ
ろ
く
通
俗
小
説
テ
ク
ス
ト
に
通
有
す
る
」

「
自
由
奔
放
な
言
動
で
、
周
囲
の
男
性
た
ち
を
ま
ど
わ
す
誘
惑
者14

」
の
よ
う
に
、
善
／
悪
で
配
分
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
。
禎
子
と
春
実
の
二
人
の
ヒ
ロ
イ
ン
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
「
百
貨
店
」
を
眺
め

体
験
し
て
ゆ
く
こ
と
で
、
物
語
は
一
面
的
で
は
な
い
深
み
の
あ
る
面
白
さ
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。

確
か
な
話
題
の
選
択
と
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
設
定
・
配
置
の
巧
み
さ
は
、
次
の
「
胡
椒
息
子
」
に
も

生
き
て
い
る
。「
胡
椒
息
子
」
は
、
十
二
歳
の
「
腕
白
者
」
昌
二
郎
を
主
人
公
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の

家
庭
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
ル
ナ
ー
ル
の
「
に
ん
じ
ん
」
に
な
ら
い15

親
子
の
不
仲
を
テ
ー
マ
に
し

て
い
る
が
、
義
母
や
兄
弟
を
わ
か
り
や
す
い
「
悪
役
」
に
す
る
こ
と
な
く
、
物
語
外
の
語
り
手
は
、

各
々
の
立
場
に
寄
り
添
っ
て
各
自
の
見
て
い
る
も
の
を
語
り
、
相
対
的
に
人
間
関
係
を
描
き
だ
す
。

「
昌
造
氏
」「
恒
子
夫
人
」「
加
津
美
さ
ん
」「
昌
二
郎
君
」
と
い
っ
た
敬
称
を
使
い
分
け
た
語
り
は
、

や
や
遠
い
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
家
庭
の
い
ざ
こ
ざ
を
、
親
近
感
の
あ
る
身
近
な
事
件
と
し
て
体
感
さ
せ
る
。

続
く
「
信
子
」
は
、「
坊
ち
ゃ
ん
」
を
下
敷
き
に
、
東
京
の
女
学
校
の
新
任
女
性
教
師
の
奮
闘
を

描
き16

、
次
の
連
載
「
太
陽
先
生
」
も
、「
被
虐
待
児
童
保
護
養
育
の
機
関
」「
太
陽
の
家
」
と
い
う
難

し
い
題
材
を
扱
い
な
が
ら
、「
太
陽
ぐ
ら
ゐ
滋
養
に
な
る
も
の
は
、
な
い
ん
だ
ぜ
。
君
達
は
、
忘
れ

ず
に
、
た
く
さ
ん
太
陽
を
食
べ
る
ん
だ
ぜ
」
と
縁
側
で
子
ど
も
と
日
光
浴
を
す
る
鷹
揚
な
「
太
陽
先

生
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
湿
っ
ぽ
さ
の
な
い
爽
快
な
物
語
に
仕
上
げ
て
い
る
。

消
費
・
家
庭
・
子
ど
も
・
教
育
な
ど
、
文
六
は
読
者
た
る
「
主
婦
」
の
関
心
に
沿
う
題
材
を
選
択

し
、
そ
れ
に
見
合
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
語
り
で
、
安
定
し
た
ユ
ー
モ
ア
を
送
り
続
け
て
い
る
。

し
か
し
一
方
で
、
同
時
代
の
メ
デ
ィ
ア
を
取
り
ま
く
環
境
は
刻
々
と
変
化
し
て
い
る
。「
胡
椒
息

子
」
連
載
開
始
時
（
12
・
８
）、
文
六
は
「
か
う
い
ふ
時
代
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
私
は
人
生
に
笑

ひ
を
持
つ
て
来
た
い
」
と
し
て
、「
世
の
中
は
悲
喜
交
々
で
あ
る
。
そ
の
悲
し
み
だ
け
を
強
調
し
た

の
が
悲
劇
小
説
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
従
来
の
ユ
ー
モ
ア
小
説
は
笑
ひ
だ
け
を
誇
張
し
た
も
の
で
あ

る
。
ど
ち
ら
も
普
遍
的
な
人
生
の
ほ
ん
た
う
の
姿
で
は
あ
る
ま
い
。
私
は
『
胡
椒
息
子
』
を
通
し
て

６－３



芳
賀　

『
主
婦
之
友
』
に
お
け
る
戦
時
下
の
獅
子
文
学

人
生
の
真
の
姿
を
、
読
者
と
共
に
語
り
合
ひ
た
い
と
思
ふ
。」
と
の
言
葉
を
寄
せ
て
い
る
。「
か
う
い

ふ
時
代
」
と
は
ど
の
よ
う
な
背
景
を
持
っ
た
言
葉
な
の
か
。

昭
和
十
二
年
の
盧
溝
橋
事
件
以
降
昭
和
十
六
年
に
か
け
て
、
国
家
総
動
員
法
、
新
聞
用
紙
供
給
制

限
令
、
映
画
法
、
軍
用
資
源
秘
密
保
護
法
、
新
聞
紙
等
掲
載
制
限
令
と
、
メ
デ
ィ
ア
を
統
制
す
る
「
稀

代
の
悪
法17

」
が
続
々
公
布
さ
れ
て
い
る
。
発
禁
を
恐
れ
た
出
版
業
界
か
ら
の
要
請
も
あ
っ
て
、
昭
和

十
二
年
に
は
雑
誌
出
版
前
の
「
内
閲
」
も
行
わ
れ
、
出
版
懇
親
会
な
ど
の
出
版
側
と
政
府
側
の
会

合
に
よ
る
内
面
指
導
も
強
力
に
実
施
さ
れ
た
。
昭
和
十
三
年
、
内
務
省
警
保
局
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た

「
婦
人
雑
誌
ニ
対
ス
ル
取
締
方
針
」
に
よ
れ
ば
、「
恋
愛
又
ハ
卑
俗
ナ
ル
小
説
」
も
取
締
強
化
の
対
象

と
な
っ
て
お
り
、
内
務
省
図
書
課
が
雑
誌
社
代
表
約
三
十
名
を
呼
び
明
ら
か
に
し
た
検
閲
の
方
針
に

も
、
婦
人
の
貞
操
や
婦
徳
を
重
視
し
、
そ
れ
に
反
す
る
も
の
、
姦
通
や
心
中
・
同
性
愛
、
放
縦
、
風

俗
壊
乱
は
検
閲
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、『
主
婦
之
友
』
は
母
性
礼
賛
の
方
向
性
を
強
め
て
い
く
。『
主
婦
之
友
』
の

記
事
内
容
を
第
一
期
（
昭
２
〜
11
）・
第
二
期
（
昭
12
〜
15
）・
第
三
期
（
昭
16
〜
20
）
に
分
け
、
そ

の
変
遷
を
分
析
し
た
四
方
由
美18

に
よ
れ
ば
、
文
六
が
絶
え
間
な
く
連
載
を
持
っ
て
い
た
第
二
期
は
、

日
中
戦
争
開
戦
を
受
け
て
「
戦
時
期
の
女
性
の
役
割
で
最
も
強
調
さ
れ
た
」「
母
、
母
性
」
が
全
面
に

押
し
出
さ
れ
て
い
く
「
移
行
期
」
で
あ
り
、
第
三
期
に
は
「
国
策
の
上
位
下
達
記
事
や
戦
意
を
昂
揚

さ
せ
る
内
容
が
顕
著
」
に
な
る
と
い
う
。
情
報
統
制
は
小
説
に
も
影
響
し
、
例
え
ば
「
太
陽
先
生
」

と
同
時
に
連
載
し
て
い
た
小
島
政
二
郎
の
「
夫
婦
の
鈴
」（
昭
16
・
10
〜
11
）
は
、
軍
部
か
ら
掲
載
禁

止
の
命
が
下
っ
て
い
る19

。「
か
う
い
ふ
時
代
」
と
は
、
ま
さ
に
『
主
婦
之
友
』
が
時
局
に
過
敏
に
な
っ

て
ゆ
く
境
目
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
環
境
下
で
文
六
は
「
悲
喜
交
々
」
あ
る
「
人
生
の
真
の
姿
」
を

読
者
と
語
り
合
い
た
い
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、『
主
婦
之
友
』
創
作
欄
の
主
力
で
あ
っ
た
恋
愛
を
メ
イ
ン
に
す
る
長
編
小
説
と
は
異
な

る
態
度
で
あ
る
。
昭
和
十
六
年
頃
ま
で
は
国
家
や
家
庭
を
支
え
強
化
す
る
た
め
の
恋
愛
は
奨
励
さ
れ

て
い
る
も
の
の20

、
そ
れ
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
悲
劇
の
要
素
が
自
由
に
使
え
な
い
以
上
、
メ
ロ
ド
ラ

マ
は
、
母
性
愛
や
自
己
犠
牲
を
説
く
空
疎
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
へ
と
堕
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

一
方
、
文
六
の
「
悲
喜
交
々
」
は
ど
う
か
。
戦
後
、
文
六
は
検
閲
に
つ
い
て
、「
方
針
と
し
て
言
っ

て
る
こ
と
が
、
非
常
に
幼
稚
、
単
純
で
、
表
面
的
で
、
い
く
ら
で
も
抜
け
道
が
あ
っ
た
」、「
恋
愛
は

い
け
な
い
と
い
う
け
ど
、
恋
愛
で
な
く
て
も
、
書
く
こ
と
は
た
く
さ
ん
」
あ
り
、「
ち
っ
と
も
拘
束

さ
れ
な
か
っ
た
。
か
え
っ
て
お
も
し
ろ
い
ぐ
ら
い
だ
っ
た
な21

。」
と
述
べ
て
い
る
。「
太
陽
先
生
」
で

い
え
ば
、
こ
れ
を
太
陽
先
生
と
富
豪
の
娘
・
万
寿
子
の
恋
愛
ド
ラ
マ
に
展
開
す
る
と
、「
恋
愛
は
い

け
な
い
」
と
い
う
不
文
律
に
抵
触
す
る
が
、「
児
童
」
に
特
化
し
、
こ
ど
も
を
救
う
た
め
に
奔
走
す

る
若
い
男
女
の
話
に
す
れ
ば
、
国
の
宝
た
る
こ
ど
も
を
慈
し
む
と
い
う
国
策
に
沿
う
話
と
し
て
読
み

替
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
富
豪
の
娘
を
し
て
「
太
陽
の
家
」
の
活
動
に
熱
中
せ
し
め
、「
あ
ゝ
、
あ

た
し
…
…
生
甲
斐
と
い
ふ
こ
と
が
、
ほ
ん
と
に
わ
か
つ
た
わ
！
」、「
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
の
生
き
て

る
こ
と
が
、
役
立
つ
た
の
だ
。」
と
ま
で
語
ら
せ
れ
ば
、
労
働
力
が
不
足
す
る
銃
後
で
働
く
大
切
さ

を
説
く
話
と
し
て
も
読
め
る
。
こ
れ
ら
は
決
し
て
大
げ
さ
に
語
ら
れ
ず
、
筋
に
沿
っ
て
さ
り
げ
な
く

加
味
さ
れ
て
い
る
の
で
、
作
品
の
面
白
さ
を
殺
す
こ
と
も
な
い
。
恋
愛
／
悲
劇
が
必
要
な
他
の
連
載

小
説
と
違
っ
て
、
文
六
が
描
く
笑
い
／
悲
し
み
は
、
日
常
の
中
に
い
く
ら
で
も
転
が
っ
て
い
る
。

加
え
て
、「
悲
喜
交
々
」
の
「
人
生
の
真
の
姿
」
に
は
、「
悪
役
」
も
必
要
な
い
。
関
肇
『
新
聞
小

説
の
時
代22

』
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
特
質
」
が
「
強

い
感
情
的
昂
揚
を
喚
起
す
る
物
語
で
あ
る
こ
と
」
と
「
倫
理
的
な
主
題
が
貫
徹
し
て
い
る
こ
と
」
に

あ
る
以
上
、「
善
と
悪
の
二
元
論
的
な
対
立
を
基
軸
と
す
る
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
登
場
人
物
は
、
お
お
む

ね
類
型
的
で
」「
単
純
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
形
作
ら
れ
る
」
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
文
六
作
品
に

お
い
て
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
善
／
悪
で
対
置
さ
れ
ず
、
異
な
る
視
点
か
ら
お
な
じ
「
悲
喜
交
々
」
の

人
生
を
眺
め
体
験
す
る
存
在
と
し
て
配
さ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
戦
時
下
の
善
悪
や
正
邪
を
め
ぐ
っ

て
統
制
と
自
粛
が
飛
び
交
う
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
も
、「
ち
っ
と
も
拘
束
さ
れ
な
か
っ
た
」
の
で
は
な

い
か
。

『
主
婦
之
友
』
に
お
け
る
文
六
の
作
品
は
、
目
ま
ぐ
る
し
く
統
制
の
移
り
変
わ
る
昭
和
十
二
年
〜

十
五
年
に
お
い
て
も
、「
人
生
の
真
の
姿
を
、
読
者
と
共
に
語
り
合
い
た
い
」
と
い
う
「
胡
椒
息
子
」

執
筆
時
の
姿
勢
を
貫
い
た
の
で
あ
る
。

四
．「
獅
子
文
六
」
の
名
で
戦
争
を
描
く
こ
と

昭
和
十
七
年
以
降
、『
主
婦
之
友
』
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
別
冊
の
付
録
が
消
え
、
雑
誌
本
体

の
ペ
ー
ジ
は
激
減
し
て
ゆ
く
。
数
字
で
見
る
と
、
文
六
が
連
載
を
持
っ
た
昭
和
十
二
年
一
月
号
が

六
三
八
頁
と
い
う
ボ
リ
ュ
ー
ム
だ
っ
た
の
に
対
し
、
昭
和
十
七
年
一
月
号
は
二
五
八
頁
、
昭
和
十
八

年
一
月
号
一
九
八
頁
、
昭
和
十
九
年
一
月
号
は
一
〇
七
頁
と
な
り
、
七
月
号
で
は
つ
い
に
六
十
頁
ま

で
減
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
中
で
獅
子
文
六
の
小
説
だ
け
は
継
続
し
て
連
載
さ
れ
、
六
十
頁
ま

で
減
っ
た
昭
和
十
九
年
七
月
号
に
至
っ
て
も
、
う
ち
七
頁
と
、
一
定
の
長
さ
を
確
保
し
て
い
る
。「
お

ば
あ
さ
ん
」
連
載
終
了
時
（
昭
19
・
５
）
に
は
、
欄
外
に
ご
く
小
さ
な
字
で
「
櫻
田
常
久
先
生
の
『
病

院
船
と
花
』
は
用
紙
減
に
よ
る
頁
の
都
合
で
残
念
な
が
ら
掲
載
を
中
止
い
た
し
ま
す
か
ら
ご
了
承
く

だ
さ
い
ま
せ
。」
と
他
作
の
連
載
終
了
が
合
わ
せ
て
記
さ
れ
、
そ
の
後
始
ま
っ
た
「
一
号
倶
楽
部
」

６－４



人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢　

第
一
八
巻　

二
〇
一
五
年

が
唯
一
の
長
編
小
説
と
な
る23

。
ご
く
限
ら
れ
た
用
紙
の
中
『
主
婦
之
友
』
が
唯
一
連
載
に
ペ
ー
ジ
を

割
い
た
の
が
獅
子
文
六
だ
っ
た
の
で
あ
る
。「
大
東
亜
戦
争
と
婦
人
の
覚
悟
」（
昭
17
・
２
）「
す
べ
て

を
戦
の
た
め
に
」（
昭
17
・
６
）
と
い
っ
た
軍
人
に
よ
る
厳
め
し
い
言
葉
や
、「
明
る
い
最
低
生
活
の

建
設
相
談
会
」（
昭
17
・
４
）「
戦
場
食
の
工
夫
と
作
り
方
」（
昭
19
・
６
）
な
ど
厳
し
い
生
活
を
思
わ
せ

る
記
事
ば
か
り
と
な
っ
た
誌
面
で
、
文
六
も
ま
た
「
戦
争
」
を
作
品
に
書
き
こ
ん
で
ゆ
く
。

最
初
に
あ
ら
す
じ
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
昭
和
十
七
年
か
ら
連
載
が
始
ま
っ
た
「
お
ば
あ
さ
ん
」

は
、
物
語
の
時
間
を
一
年
前
の
十
六
年
に
設
定
し
て
い
る
。
六
人
の
孫
に
囲
ま
れ
、
長
男
一
家
と
同

居
し
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん
は
、
一
見
「
も
う
、
世
の
中
に
、
用
の
な
い
体
」
の
よ
う
だ
が
、
ひ
と
た

び
一
家
に
事
件
が
持
ち
上
が
れ
ば
、
確
か
な
教
養
と
人
生
経
験
、
深
い
洞
察
に
よ
っ
て
、
的
確
に
物

事
を
裁
い
て
ゆ
く
。
お
ば
あ
さ
ん
は
、
長
男
の
一
人
娘
・
丸
子
の
婿
と
な
る
恒
夫
に
、
何
か
が
欠
け

て
い
る
と
始
終
心
配
し
て
い
た
が
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
を
き
っ
か
け
に
「
求
め
て
ゐ
た
《
性
根
》
」

が
恒
夫
に
も
あ
っ
た
と
気
付
き
、
満
足
の
う
ち
に
病
没
す
る
。

続
く
「
一
号
倶
楽
部
」
は
、
子
供
も
夫
も
亡
く
し
一
人
家
を
守
る
三
十
七
歳
の
「
お
竹
さ
ん
」
の

話
で
あ
る
。
お
竹
さ
ん
は
海
軍
航
空
隊
の
予
科
練
の
少
年
た
ち
を
週
に
一
度
、
自
宅
で
過
ご
す
よ
う

に
寛
が
せ
て
や
る
、
と
い
う
「
倶
楽
部
」
を
引
き
受
け
、
十
六
人
の
少
年
を
世
話
す
る
う
ち
に
、
自

身
も
息
子
の
喪
失
か
ら
立
ち
直
っ
て
ゆ
く
。
こ
こ
で
も
時
代
は
昭
和
十
四
年
に
設
定
さ
れ
、
一
年
後

「
倶
楽
部
」
の
子
供
た
ち
が
無
事
卒
業
し
て
ゆ
く
と
こ
ろ
ま
で
が
描
か
れ
る
。

出
征
や
海
軍
の
予
科
練
を
使
い
な
が
ら
、
太
平
洋
戦
争
を
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
し
て
肯
定
的
に
盛

り
上
げ
る
点
で
は
時
局
の
影
響
が
濃
厚
だ
が
、
よ
く
読
め
ば
、
こ
の
二
作
も
人
生
の
「
悲
喜
交
々
」

の
「
物
語
」
を
提
供
し
、
読
者
と
語
り
あ
う
と
い
う
文
六
の
姿
勢
か
ら
外
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
ず
、
主
人
公
を
、
出
産
を
終
え
た
中
年
・
老
年
の
女
性
に
し
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ

ま
で
の
作
品
で
描
か
れ
て
い
た
よ
う
な
知
識
・
財
産
の
あ
る
層
と
は
異
な
り
、「
一
号
倶
楽
部
」
の
「
お

竹
さ
ん
」
は
「
あ
た
し
は
、
バ
カ
だ
。
頭
の
悪
い
女
な
の
だ
。
だ
か
ら
、
せ
め
て
、
お
針
や
ご
飯
炊

き
は
、
一
生
懸
命
に
や
ら
な
け
れ
ば
」
と
自
戒
し
、「
お
ば
あ
さ
ん
」
も
、
物
語
冒
頭
で
し
き
り
に
「
女

中
達
だ
つ
て
、〝
ご
隠
居
様
〞
と
い
ふ
と
、
な
ん
と
な
く
、
無
用
な
存
在
の
や
う
に
、
心
得
て
ゐ
る
」、

「
も
の
憶
え
は
悪
く
な
つ
て
る
し
、
耳
は
、
都
合
の
い
い
こ
と
だ
け
し
か
聞
え
な
い
し
、
字
を
書
け
ば
、

手
が
震
へ
る
し
」
な
ど
、
無
力
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
る
。
主
人
公
の
無
学
さ
や
無
害
さ

を
強
調
し
た
上
で
、「
十
二
月
八
日
」
を
意
識
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
組
み
立
て
る
こ
と
で
、
声
高
に
戦

意
高
揚
を
叫
ば
ず
と
も
時
局
に
適
う
も
の
と
な
り
、
多
少
の
ズ
レ
は
許
容
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

例
え
ば
、
両
作
品
で
は
「
死
」
が
き
ち
ん
と
悲
し
ま
れ
る
。「
お
ば
あ
さ
ん
」
で
は
、「
お
ば
あ
さ

ん
の
死
後
、
家
の
中
に
で
き
た
空
虚
は
、
埋
め
や
う
の
な
い
性
質
の
も
の
に
思
は
れ
た
」
と
語
ら
れ
、

「
一
号
倶
楽
部
」
の
「
お
竹
さ
ん
」
は
何
か
に
つ
け
て
、
川
で
流
さ
れ
た
自
分
の
息
子
と
、
病
気
で

急
死
し
た
良
人
を
思
い
出
し
、
涙
ぐ
む
。
桜
川
に
花
見
に
誘
わ
れ
て
、
常
に
な
い
無
愛
想
な
返
事
を

し
て
し
ま
っ
た
「
お
竹
さ
ん
」
の
心
情
は
以
下
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。

（
少
し
は
、
ひ
と
の
気
に
も
な
つ
て
み
る
が
い
ゝ―

―

あ
た
し
ァ
、
あ
す
こ
へ
は
、
足
踏
み
も

し
な
い
や
う
に
し
て
る
ん
だ
よ
。）
／
桜
川
と
い
ふ
名
を
聞
い
た
ゞ
け
で
も
、
お
竹
さ
ん
は
、

身
顫
ひ
が
出
た
。
桜
川
橋
匂
橋―

―

川
向
ふ
に
用
が
あ
つ
て
も
、
容
易
に
、
橋
は
渡
ら
な
い
や

う
に
し
て
る
の
だ
。
あ
の
泥
深
い
川
底
が
、
清
の
躯
を
呑
ん
だ
こ
と
を
、
ど
う
し
て
憶
は
ず
に

ゐ
ら
れ
る
も
の
か
。
そ
し
て
、
福
井
県
か
ら
亭
主
の
遺
骨
を
も
ち
帰
つ
た
時
に
、
堤
の
花
が
満

開
で
あ
つ
た
こ
と
を
、
な
ん
で
忘
れ
ら
れ
る
も
の
か―

―

他
に
も
、
一
人
で
ご
飯
を
炊
く
と
き
、
掃
除
を
す
る
と
き
、
日
焼
け
し
て
し
ま
っ
た
畳
を
見
た
と

き
、
食
べ
き
れ
な
い
食
材
に
触
れ
た
と
き
、
予
科
練
の
少
年
た
ち
を
見
た
と
き
な
ど
、「
お
竹
さ
ん
」

は
、
折
に
ふ
れ
て
家
族
の
死
と
、
一
人
で
生
き
る
自
分
の
あ
り
方
を
実
感
し
、
胸
を
詰
ま
ら
せ
る
。

一
見
何
気
な
い
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
同
時
代
と
掲
載
誌
に
戻
し
て
考
え
れ
ば
、
貴
重

な
場
面
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
同
時
期
に
文
六
が
、
本
名
の
「
岩
田
豊
雄
」
で
新
聞
に
連
載
し
て

い
た
「
海
軍
」
で
は
、
真
珠
湾
攻
撃
に
際
し
自
ら
の
命
を
犠
牲
に
し
た
真
人
の
死
が
、「
た
だ
悲
し

い
の
で
は
な
か
つ
た
」
と
さ
れ
、「
あ
の
温
和
し
い
真
人
が
、
火
の
や
う
な
激
し
い
武
勲
を
建
て
た

感
動
と
、
真
人
が
そ
れ
ほ
ど
の
男
と
も
知
ら
ず
、
狎
れ
親
し
ん
で
ゐ
た
こ
と
へ
の
悔
い
と
、
ま
た
、

そ
れ
ほ
ど
の
男
を
親
友
に
も
つ
た
喜
び
」
が
、
友
人
で
あ
る
隆
夫
を
泣
か
し
め
る
と
さ
れ
る
。
そ
し

て
、
真
人
と
恋
人
関
係
に
あ
っ
た
自
身
の
妹
・
エ
ダ
の
こ
と
を
考
え
、「
妹
の
望
み
は
、
永
久
に
葬

ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と
は
、
極
く
小
さ
な
こ
と
だ
」
と
語
ら
れ
る
。
国
の
た
め
に
死
ん
だ

も
の
は
、
個
人
的
な
感
傷
や
、
愛
情
関
係
の
中
で
悲
し
む
レ
ベ
ル
に
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
点
、「
お
ば
あ
さ
ん
」
の
死
や
「
お
竹
さ
ん
」
の
息
子
や
良
人
の
死
は
、
個
人
的
な
も
の
と

し
て
表
象
さ
れ
て
お
り
、
十
分
な
悲
し
み
が
、
そ
こ
か
ら
の
緩
や
か
な
回
復
を
伴
っ
て
描
か
れ
る
。

喪
失
を
克
服
し
、
自
我
を
回
復
へ
向
か
わ
せ
る
手
段
と
し
て
、「
悲
哀
の
作
業
」「
喪
」
の
重
要
性
を

説
い
た
の
は
フ
ロ
イ
ト24

で
あ
る
が
、
悲
嘆
に
く
れ
る
こ
と
も
許
さ
れ
ず
、
進
ん
で
全
て
を
犠
牲
に
し
、

平
然
と
「
栄
誉
」
と
し
て
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
「
銃
後
」
の
死
で
あ
る
。
悲
嘆
の
欠

如
は
、
喪
失
に
伴
う
苦
痛
や
情
動
を
抑
圧
し
、
結
果
的
に
身
体
や
精
神
を
蝕
ん
で
ゆ
く25

。
昭
和
十
五

年
頃
ま
で
『
主
婦
之
友
』
は
「
戦
死
者
の
霊
が
遺
族
の
夢
枕
に
立
つ
た
実
話
」（
昭
13
・
６
）、「
戦
線

と
銃
後
を
結
ぶ
愛
の
霊
話　

愛
児
を
あ
や
す
戦
死
し
た
良
人
の
霊
」（
昭
14
・
７
）
な
ど
の
心
霊
方
面

か
ら
「
殉
国
勇
士
遺
族
の
感
涙
座
談
会
」（
昭
13
・
８
）
と
い
っ
た
座
談
会
ま
で
、
戦
争
に
よ
る
死
を

扱
う
記
事
を
よ
く
掲
載
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
も
ち
ろ
ん
戦
死
を
美
談
に
仕
上
げ
る
側
面
が
大
き
い

６－５



芳
賀　

『
主
婦
之
友
』
に
お
け
る
戦
時
下
の
獅
子
文
学

も
の
の
、
同
時
に
、
遺
族
の
悲
嘆
を
描
き
、
死
の
や
る
せ
な
さ
を
共
有
す
る
揺
ら
ぎ
も
あ
っ
た
。
幽

霊
譚
、
個
人
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
に
よ
っ
て
、
戦
場
の
公
的
で
非
人
間
的
な
死
が
、
私
的
で
人
間

的
な
死
へ
と
変
換
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
慰
安
の
記
事
も
な
く
な
り
、
た
だ
戦
意
高
揚
の
檄

を
飛
ば
す
誌
面
の
中
で
、
お
ば
あ
さ
ん
の
老
衰
に
よ
る
「
正
常
な
」
死
や
、
家
族
の
死
に
取
り
乱
す

お
竹
さ
ん
の
「
悲
嘆
」
の
場
面
は
、「
海
軍
」
の
「
異
常
な
」
死
の
描
写
よ
り
も
よ
ほ
ど
読
者
た
る

主
婦
の
胸
に
響
い
た
は
ず
で
あ
る
。
特
に
、
先
に
引
用
し
た
「
一
号
倶
楽
部
」
の
場
面
で
は
、「
桜
」

を
効
果
的
に
使
う
こ
と
で
、
戦
没
者
の
イ
メ
ー
ジ
も
付
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

ま
た
、
昭
和
十
四
〜
十
六
年
と
い
う
時
代
の
設
定
は
、
結
果
的
に
、
実
際
連
載
さ
れ
て
い
た
昭
和

十
七
〜
十
九
年
と
い
う
時
間
の
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
戦
意
を
ほ
と
ん
ど
感
じ
さ
せ
な
い
。「
一
号
倶
楽

部
」
で
は
「
昭
和
十
五
年
が
き
た
。
支
那
事
変
も
四
年
目
に
な
っ
て
、
東
京
の
空
気
は
よ
ほ
ど
変
わ
っ

て
き
た
が
、
土
浦
の
新
春
は
ま
だ
長
閑
だ
つ
た
。」
と
い
う
描
写
も
あ
る
が
、
現
実
の
厳
し
さ
と
は

異
な
る
「
長
閑
」
な
世
界
に
は
、
悲
し
み
ば
か
り
で
は
な
く
、
地
に
足
の
つ
い
た
笑
い
や
喜
び
が
書

き
込
ま
れ
、「
悲
喜
交
々
」
を
と
い
う
当
初
か
ら
続
く
文
六
の
創
作
姿
勢
を
損
な
う
こ
と
は
な
い
。

こ
こ
で
も
う
一
度
書
き
手
に
目
を
向
け
る
と
、
前
述
の
通
り
、「
海
軍
」
は
本
名
で
、『
主
婦
之
友
』

の
連
載
は
最
後
ま
で
筆
名
の
「
獅
子
文
六
」
で
書
か
れ
て
い
る
。『
獅
子
文
六
全
集　

第
十
六
巻
』（
朝

日
新
聞
社　

昭
和
43
）
は
、
本
人
の
希
望
で
戦
時
中
の
海
軍
に
関
す
る
作
品
を
ま
と
め
て
収
録
し
て

い
る
が
、
こ
の
う
ち
「
獅
子
文
六
」
名
で
発
表
さ
れ
た
の
は
「
一
号
倶
楽
部
」
の
み
で
あ
る
。
戦
時

中
の
筆
名
に
関
し
、
文
六
は
「
そ
れ
ま
で
の
私
の
文
学
は
「
遊
び
」
で
、
戯
作
者
と
し
て
終
始
す
る

つ
も
り
だ
っ
た
が
」、
戦
争
中
は
「
一
国
民
と
し
て
の
意
識
が
強
く
な
り
、
筆
名
で
文
学
に
遊
ぶ
気

持
ち
が
な
く
な
っ
た
」
た
め
「
本
名
を
用
い
た
」、
と
説
明
し
て
い
る26

。
翻
れ
ば
『
主
婦
之
友
』
創

作
欄
に
お
い
て
、
文
六
は
「
遊
び
」「
戯
作
者
」
と
し
て
の
立
場
を
貫
い
た
の
だ
と
言
え
よ
う27

。

も
ち
ろ
ん
、
喪
失
か
ら
立
ち
直
る
先
が
、「
海
軍
」
の
支
援
や
「
太
平
洋
戦
争
」
で
あ
る
と
い
う

点
に
は
留
保
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、「
戯
作
者
」
た
る
矜
持
を
も
っ
て
検
閲
を
す
り
抜
け
、

人
生
の
悲
喜
交
々
を
描
こ
う
と
い
う
姿
勢
は
あ
っ
て
も
、
時
代
へ
の
批
評
意
識
や
疑
義
が
あ
る
と
は

言
い
難
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
悲
嘆
を
ケ
ア
し
た
先
に
、
再
び
戦
争
に
よ
る
喪
失
や
加
害
が
接
続
す

る
恐
ろ
し
さ
も
あ
る
。
だ
が
、
本
名
で
「
国
民
と
し
て
」
真
面
目
に
海
軍
の
雄
姿
を
描
き
、
単
一
の

方
向
に
向
か
う
「
海
軍
」
よ
り
も
、「
獅
子
文
六
」
の
名
と
変
わ
ら
ぬ
「
遊
び
」
の
ス
タ
ン
ス
で
「
悲

喜
交
々
」
を
描
く
、「
お
ば
あ
さ
ん
」「
一
号
倶
楽
部
」
の
方
が
、
笑
い
、
悲
し
み
、
慰
安
、
悲
嘆
な

ど
多
様
な
感
情
を
呼
び
起
こ
す
。
多
様
性
を
確
保
し
た
「
物
語
」
は
、
ひ
と
と
き
戦
争
か
ら
離
れ
、

自
身
の
感
情
と
向
き
合
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
だ
ろ
う28

。

「
一
号
倶
楽
部
」
は
、
執
筆
中
に
敗
戦
を
迎
え
た
た
め
、「
こ
の
日
を
以
て
日
本
の
す
べ
て
は
変
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
へ
」「〝
一
号
倶
楽
部
〞
の
処
置
に
考
へ
及
ん
だ
」「
と
に
か
く
私
は
こ
の
小

説
を
や
め
る
こ
と
に
決
心
し
た
。
そ
れ
に
、
私
の
書
か
ん
と
し
た
と
こ
ろ
は
、
今
ま
で
に
ま
づ
大
体

を
尽
し
て
る
と
考
へ
た
か
ら
で
あ
る
。」
な
ど
の
言
葉
を
残
し
て
、
物
語
の
中
で
開
戦
や
出
征
、
戦

死
ま
で
を
描
く
こ
と
な
く
終
了
す
る
。
そ
の
結
果
、
鬱
屈
を
抱
え
て
い
た
山
川
少
年
が
、
お
竹
さ
ん

の
心
づ
く
し
で
「
潤
ひ
と
、
和
ぎ
」
を
取
り
戻
し
、
な
か
な
か
育
た
な
か
っ
た
花
が
咲
い
て
い
る
の

を
見
て
、「
急
に
」「
希
望
を
感
じ
て
」、
涙
と
と
も
に
「
咲
い
た
、
咲
い
た
…
…
」
と
一
輪
摘
み
取
る

場
面
で
物
語
は
終
わ
る
。
文
六
は
こ
の
少
年
の
戦
死
を
予
定
し
て
い
た
と
い
う
が
、
こ
こ
で
終
わ
る

こ
と
で
、
む
し
ろ
こ
の
小
説
は
「
希
望
」
を
印
象
付
け
て
閉
じ
る
。
喪
失
に
苦
し
ん
だ
「
お
竹
さ
ん
」

が
山
川
を
救
っ
た
こ
と
で
救
わ
れ
た
よ
う
に
、
山
川
も
希
望
に
満
ち
た
何
か
を
咲
か
せ
る
こ
と
で
救

わ
れ
る
。
偶
然
と
は
い
え
、
こ
の
小
さ
な
花
が
、
戦
時
下
に
お
け
る
『
主
婦
之
友
』
の
、
文
六
テ
ク

ス
ト
の
意
義
を
象
徴
す
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

五
．
終
わ
り
に

こ
こ
ま
で
『
主
婦
之
友
』
と
い
う
場
に
注
目
し
な
が
ら
、
獅
子
文
六
が
連
載
し
た
「
青
春
売
場
日

記
」
か
ら
「
一
号
倶
楽
部
」
ま
で
た
ど
っ
て
き
た
。
当
初
か
ら
実
話
や
諧
謔
小
説
を
広
く
掲
載
し
な

が
ら
も
、
長
編
小
説
を
メ
イ
ン
と
し
た
新
し
い
創
作
欄
を
作
ろ
う
と
し
て
い
た
『
主
婦
之
友
』
創
作

欄
に
、
獅
子
文
六
と
い
う
存
在
は
よ
く
合
致
し
、
確
か
な
話
題
・
風
俗
の
取
捨
選
択
と
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
設
定
・
配
置
の
巧
み
さ
で
、
息
の
長
い
人
気
を
誇
る
。「
悲
喜
交
々
」
の
人
生
の
姿
を
描
こ
う

と
す
る
文
六
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
は
、
安
易
な
悪
役
や
恋
愛
に
よ
る
悲
劇
を
必
要
と
し
な
い
た
め
、

目
ま
ぐ
る
し
い
検
閲
や
自
粛
の
影
響
を
す
り
抜
け
、
そ
の
ス
タ
ン
ス
を
貫
く
こ
と
が
で
き
た
。
誌
面

が
極
め
て
薄
く
な
っ
た
昭
和
十
七
年
以
降
に
お
い
て
も
、「
戦
争
」
を
題
材
と
し
て
テ
ク
ス
ト
内
に

取
り
入
れ
な
が
ら
も
、
時
間
設
定
を
数
年
前
に
し
、
主
人
公
の
無
学
さ
や
無
力
さ
を
強
調
す
る
こ
と

で
、
逸
脱
の
き
く
設
定
を
整
え
る
。
そ
の
中
で
描
か
れ
る
世
界
は
、
確
か
に
「
戦
争
」
が
意
識
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
戦
場
の
「
異
常
」
な
「
死
」
と
は
異
な
り
、
個
人
的
な
悼
み
と
悲
し
み
を
伴
う
「
ふ

つ
う
」
の
「
死
」
と
、
そ
こ
か
ら
の
回
復
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
お
り
、
空
々
し
い
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
や
戦
争
を
描
い
た
小
説
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。

　

戦
後
、
文
六
は
、『
主
婦
之
友
』
創
刊
五
十
周
年
に
際
し
、「
誇
り
を
感
じ
た
執
筆
」（
昭
和
42
・
３
）

と
題
し
て
、「
私
も
ず
い
ぶ
ん
長
い
間
、
も
の
を
書
い
て
い
る
が
、「
主
婦
の
友
」
ほ
ど
、
馴
染
み
の

深
い
雑
誌
は
な
い
。」「
三
十
年
間
ぐ
ら
い
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
雑
誌
も
、
新
聞
も
、
他
に
は
な

い
。」
と
述
べ
た
う
え
で
、「
一
号
倶
楽
部
」
に
つ
い
て
こ
う
語
っ
て
い
る
。

６－６



人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢　

第
一
八
巻　

二
〇
一
五
年

最
も
記
憶
に
残
っ
て
る
の
は
、
戦
時
中
に
な
り
、「
主
婦
の
友
」
は
次
第
に
ペ
ー
ジ
数
が
少
く
な

り
、
遂
に
は
表
紙
も
ザ
ラ
紙
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
風
の
雑
誌
に
な
っ
た
が
、
そ
の
時
で
も
、
た
ゞ

一
本
の
連
載
小
説
と
し
て
、
私
は
「
一
号
倶
楽
部
」
を
書
い
た
。
私
は
そ
れ
に
誇
り
を
感
じ
て
る
。

　

「
獅
子
文
六
」
の
名
を
使
い
続
け
、「
戯
作
者
」
と
し
て
、
読
者
を
意
識
し
た
「
悲
喜
交
々
」
を
描

き
続
け
た
自
負
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、「
誇
り
」
に
な
り
得
た
の
だ
ろ
う
。

「
一
号
倶
楽
部
」
の
後
に
執
筆
さ
れ
た
「
お
じ
い
さ
ん
」、「
嵐
と
い
ふ
ら
む
」
で
は
、
今
度
は
「
敗

戦
」
と
い
う
風
俗
が
た
く
み
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
文
六
テ
ク
ス
ト
に
と
っ

て
、
戦
争
も
敗
戦
も
等
し
く
「
悲
喜
交
々
」
の
「
人
生
の
真
の
姿
」
を
彩
る
事
件
で
あ
り
、
取
捨
選

択
が
可
能
な
題
材
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
創
作
態
度
を
、「
な
に
も
の
も
孕
ま
ず
、

な
に
も
の
も
生
み
出
さ
な
い
。
た
だ
、
擦
り
減
っ
て
、
消
え
て
い
く
」、「
銭
も
う
け
の
他
に
は
、
モ

チ
ー
フ
の
な
い
小
説29

」
と
批
判
す
る
こ
と
は
容
易
い
が
、
戦
時
下
に
お
い
て
も
人
の
営
み
を
描
き
続

け
、
同
時
代
の
中
で
読
者
を
慰
撫
す
る
の
は
、
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。『
主
婦
之
友
』
と
い
う
、

創
刊
時
か
ら
何
よ
り
も
「
娯
楽
」
の
意
義
を
理
解
し
拡
充
し
続
け
て
い
た
雑
誌
の
中
に
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
文
六
の
テ
ク
ス
ト
は
、｢

た
だ
擦
り
減
っ
て
、
消
え
て
い
く｣

一
般
の
人
々
の
悲
喜
交
々
を
、

描
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
文
六
の
テ
ク
ス
ト
が
『
主
婦
之
友
』
に
と
っ
て
ど
ん
な

に
魅
力
的
な
「
娯
楽
」
で
あ
り
続
け
た
か
は
、
長
命
な
人
気
を
見
れ
ば
よ
く
分
か
る
。

以
上
、
戦
前
か
ら
戦
中
ま
で
の
『
主
婦
之
友
』
と
獅
子
文
六
に
つ
い
て
お
お
ま
か
に
辿
っ
た
。
本

稿
で
は
紙
幅
の
都
合
で
、
個
々
の
作
品
分
析
や
、
戦
後
の
獅
子
文
学
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
が
、
今
後
さ
ら
に
考
察
を
重
ね
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

注

１　

堀
江
敏
幸
「
獅
子
文
六
」『
文
学
界
』
55―

１　

二
〇
〇
一
・
一
）

２　

例
え
ば
、『
娘
と
私
』（
二
〇
一
四
・
一
〇
）
の
帯
に
は
「
大
反
響
」、「
今
、
読
み
た
い
小
説
家
」
な
ど
の
言
葉
が
並
ぶ
。

３　

『
獅
子
文
六
全
集
付
録
月
報
』
１
〜
16
（
朝
日
新
聞
社　

一
九
六
八
・
五
〜
一
九
六
九
・
八
）

４　

例
え
ば
田
中
励
儀
「
岩
田
豊
雄
『
海
軍
』
の
展
開
」（
『
同
志
社
国
文
学
』
61　

二
〇
〇
四
・
一
一
）、
広
岡
守
穂 

「
石

坂
洋
次
郎
と
獅
子
文
六 : 

新
聞
小
説
・
戦
後
民
主
主
義
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー 

」（
『
法
学
新
報
』
121　

二
〇
一
四
・
八
）

な
ど
。

５　

「
信
子
」（
昭
15　

松
竹
大
船
）、「
お
ば
あ
さ
ん
」（
昭
19　

松
竹
太
秦
）
は
そ
れ
ぞ
れ
映
画
化
し
、
昭
和
四
十
四
年

に
は
「
信
子
と
お
ば
あ
さ
ん
」
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
と
な
っ
て
い
る
。

６　

河
盛
好
蔵
「
家
庭
小
説
と
し
て
の
獅
子
文
学
」（
『
獅
子
文
六
全
集　

付
録
月
報
』１
（
一
九
六
八
・
五
）

７　

細
川
忠
雄
「
解
説
」（
『
胡
椒
息
子
』
角
川
文
庫　

一
九
六
九
・
六
）

８　

『
主
婦
の
友
社
の
八
十
年
史
』（
主
婦
の
友
社
、
一
九
九
六
、
以
下
『
八
十
年
史
』
と
表
記
）、『
主
婦
の
友
社
の

五
十
年
』（
主
婦
の
友
社　

一
九
六
七
、
以
下
『
五
十
年
』
と
表
記
）

９　

前
半
の
引
用
は
『
八
十
年
史
』、
後
半
の
引
用
は
『
五
十
年
』
に
依
る
。

10　

例
え
ば
、
毎
回
様
々
な
ス
タ
ー
の
秘
話
を
公
開
す
る
石
上
欣
哉
「
女
優
情
史
」
シ
リ
ー
ズ
、
死
者
の
世
界
を
語

る
三
条
信
子
「
霊
界
通
信
」
な
ど
。
な
お
、
ど
ち
ら
も
、
山
中
峯
太
郎
の
別
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
あ
る
。

11　

木
村
涼
子
『
〈
主
婦
〉
の
誕
生　

婦
人
雑
誌
と
女
性
た
ち
の
近
代
』（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
〇
）

12　

田
中
比
佐
良
は
、
毎
号
挿
絵
や
漫
画
を
載
せ
て
お
り
、
誌
面
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
人
気
挿
絵
家
で
あ
っ
た
。

13　

北
田
暁
大
「
境
界
の
曖
昧
な
雑
誌
広
告―

―

「
婦
人
雑
誌
」
と
広
告
空
間
」（
『
言
語
』
32―

９　

二
〇
〇
三
・
九
）

14　

諸
岡
知
徳
「
満
州
に
立
つ
女
性
た
ち―

―

一
九
三
〇
年
代
通
俗
小
説
の
源
流―

―

」（
『
室
生
犀
星
研
究
』
31

（
二
〇
〇
八
・
一
〇
）

15　

中
川
克
子
「
岩
田
豊
雄
と
ジ
ュ
ー
ル
・
ル
ナ
ー
ル―

―

『
に
ん
じ
ん
』
か
ら
『
胡
椒
息
子
』
へ―

―

」（
『
比
較
文

学
』
47
（
二
〇
〇
五
・
三
）
に
よ
れ
ば
、
当
時
「
に
ん
じ
ん
」
は
劇
団
築
地
座
で
岩
田
豊
雄
演
出
に
よ
り
上
演
さ
れ
、

話
題
を
呼
ん
で
い
た
と
い
う
。

16　

連
載
途
中
に
は
、「
女
「
坊
ち
や
ん
」
大
反
響
」（
昭
14
・
１
）
と
し
て
、
坪
田
譲
治
・
河
崎
な
つ
・
徳
川
無
声
・

塩
野
雪
子
（
「
塩
野
法
相
令
嬢
」
）
の
四
名
の
コ
メ
ン
ト
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
人
気
の
ほ
ど
が
窺
え
る
。

17　

松
浦
総
三
『
戦
時
下
の
言
論
統
制　

体
験
と
資
料
』（
白
川
書
院　

一
九
七
五
）

18　

四
方
由
美
「
戦
時
下
に
お
け
る
性
役
割
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
変
遷―

―

「
主
婦
之
友
」
の
内
容
分
析
を
中
心
に
」（
『
マ

ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』
47　

一
九
九
五
・
七
）

19　

参
考
）
吉
田
好
一
『
ひ
と
す
じ
の
道―

―

主
婦
の
友
社
創
業
者
・
石
川
武
美
の
生
涯
』（
主
婦
の
友
社　

二
〇
〇
一
）

20　

詳
し
い
記
事
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
戦
時
下
の
女
性
雑
誌
と
横
光
利
一
」（
『
お
茶
の
水
女
子
大
学
国
語
国

文
学
会　

国
文
』
111　

二
〇
〇
七
・
七
）
に
お
い
て
、『
婦
人
公
論
』『
新
女
苑
』
と
比
較
し
な
が
ら
論
じ
た
。

21　
「
信
子
・
お
ば
あ
さ
ん
・
作
者
」（
『
信
子
・
お
ば
あ
さ
ん
』
主
婦
之
友
社　

一
九
六
九
・
三
）

22　

関
肇
『
新
聞
小
説
の
時
代　

メ
デ
ィ
ア
・
読
者
・
メ
ロ
ド
ラ
マ
』（
新
曜
社　

二
〇
〇
七
）

23　

こ
の
他
に
堤
千
代
の
短
編
が
継
続
的
に
掲
載
さ
れ
、
昭
和
二
十
年
五
月
の
み
久
生
十
蘭
の
短
編
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

24　

フ
ロ
イ
ト
「
悲
哀
と
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
」（
『
フ
ロ
イ
ト
著
作
集
』
６　

人
文
書
院　

一
九
七
〇
）

25　

参
考
）
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
Ｓ
・
シ
ュ
ト
レ
ー
ベ
、
ロ
バ
ー
ト
・
Ｏ
・
ハ
ン
ソ
ン
編
、
森
茂
起
、
森
年
恵
訳
『
死

別
体
験―

―
研
究
と
介
入
の
最
前
線
』（
誠
信
書
房　

二
〇
一
四
）

26　

獅
子
文
六
「
「
海
軍
」
そ
の
他
に
つ
い
て
」（
『
獅
子
文
六
全
集　

付
録
月
報
』
３　

一
九
六
八
・
七
）
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芳
賀　

『
主
婦
之
友
』
に
お
け
る
戦
時
下
の
獅
子
文
学

27　

な
お
、『
主
婦
之
友
』
に
も
岩
田
豊
雄
名
義
で
「
白
梅
の
君
」
と
い
う
『
海
軍
』
執
筆
の
余
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

28　

ス
ペ
ー
ス
が
減
っ
た
読
者
欄
で
も
、「
…
小
説
で
は
、
獅
子
先
生
の
「
お
ば
あ
さ
ん
」
を
ほ
ゝ
え
ま
し
く
読
み
ま

し
た
」（
「
親
子
二
代
の
「
主
婦
之
友
」
党
」（
小
樽
・
後
藤
壽
子
）
昭
17
・
６
）、「
毎
月
、「
主
婦
之
友
」
の
お
か

げ
で
心
豊
か
に
過
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。」「
お
ば
あ
さ
ん
の
言
葉
」
を
「
何
よ
り
の
贈
り
物
と
し
て
大
切
に
を
さ
め

て
を
り
ま
す
」（
「
お
ば
あ
さ
ん
」
の
言
葉
を
誡
め
に
」（
鹿
児
島
・
上
妻
房
江
）
昭
18
・
８
）
と
い
っ
た
よ
う
な
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

29　

北
村
美
憲
「
仮
面
と
素
顔―

―

獅
子
文
六
論―

―

」（
『
新
日
本
文
学
』
16―

11　

一
九
六
一
・
十
）

＊
本
文
中
の
引
用
は
、『
主
婦
之
友
』
に
よ
っ
た
。
ま
た
、
本
文
中
の
年
号
は
、
文
六
と
『
主
婦
之
友
』

を
め
ぐ
る
部
分
は
、
昭
和
と
い
う
時
代
と
の
関
連
を
見
る
た
め
に
和
暦
、
そ
の
他
参
考
文
献
な
ど

に
は
一
般
的
な
西
暦
を
使
用
し
た
。
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人
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文
化
創
成
科
学
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叢　

第
一
八
巻　

二
〇
一
五
年

Works of SHISHI Bunroku serialized in “SHUFUNOTOMO” 
during the war:

From “Seisyun-uriba-nikki” to “iti-gou-kurabu”

HAGA  Shoko

Abstract

 The novels written by SHISHI Bunroku who was very popular in Showa, had been forgotten 

for a long time, but recently, has inspired the interest.  Works of Bunroku were serialized in 

various newspapers and the magazines, especially “SHUFUNOTOMO ” whose main readers were 
housewives, achieved marvelous sales.  This paper aims to revalue Bunroku's serialized novels in 
“SHUFUNOTOMO”, relating to the contents of the magazine at that time.
The first to be noticed is tendencies and changes of serial novels in this magazine. It run humorous 

stories and novels based on true stories at first, then tried to make pages for novels.  His clever 

story making and adequate topics fit for fresh novels pages.  However, with the deterioration of the 

situation of a war, the magazine became to make a propaganda for whipping up war sentiment.  

The second factor to be considered is this change of the mass media, and the invariable attitude of 

Bunroku.  He could carry out his creative activity through those media, by setting the hero being 

incompetent. Consequently, a few deviating was allowed and it can be presumed that his text was 

able to depict feelings different from the other war literature.

Keywords: SHISHI Bunroku, “SHUFUNOTOMO”, serialized novel, war,  Women's magazine
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